
■株主総会終了後、大変お疲れのところとは存じますが、

これより、2019年9月期における業績予想、及び成長戦略に

ついてご説明いたします。
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■ご覧の項目の順で、ご説明してまいります。
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■はじめに「2019年9月期の業績予想について」ご説明いたします。
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■業績予想を立てるにあたっての前提条件である、

2019年９月期の事業環境についてご説明いたします。

■当社の主要な取引先である電子部品・デバイス工業分野では、

スマートフォン需要の一巡による減産が継続すると

想定しております。

■そのため、減産に伴い、

金の取扱数量はやや減少すると見込んでおります。

■貴金属の価格については、

主に米国金利の上昇により、資産としての金の需要が低下し

2018年９月期に比べて低い水準になると想定しております。

■また、銅の価格についても、

低い水準になると想定しております。

■以上、このような事業環境を想定しておりますが、

新たに推進している

レアメタルの販売数量が増加することにより、

2019年９月期の売上高は、前期比0.3％減と、

微減に留める計画です。
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■利益面では、前期比減少する計画としております。

■これは、従来の貴金属・銅のリサイクル分野に加え、

レアメタル等、原料の供給分野を増加させる上で、

品質管理を含め、管理部門の強化を図る必要があり、

営業費用が増加することによるものです。
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■2019年９月期における

設備投資額、研究開発費、減価償却費の

計画はご覧の通りです。

■設備投資額は、５億２千３百万円と、増加する計画です。

■事業用用地の取得や、レアメタル事業での新製品開発等により

増加する予定でおります。

■研究開発費は、２億２千７百万円を計画しております。

製造工程の自動化、ロボット化を進めていくのに加え、

前期に引き続き、レアメタルの製品開発、

回収・精製技術に関する基礎技術に投資いたします。

■減価償却費は、設備投資の増加に伴い、２億８千万円と

増加を予定しております。
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■次に、「今後の事業戦略について」ご説明いたします。
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■業績予想の所でもご説明いたしました通り、

当社の業績は、

取引先である電子部品デバイス工業分野の生産動向や

貴金属・銅の価格変動に左右されやすい特徴がございます。

■持続的な成長を果たすためには、

これらの影響を受けにくい新規事業を

さらに創出する事が重要であると考えています。
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■当社では、

成長戦略を既存事業、新規事業、海外事業の３つに区分し、

それぞれ、目指すべき方向性を３つ定め、

着実に実行に移しております。
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■成長戦略のイメージを図式化したものがこちらです。

■当社は創業以来、リサイクル事業者として

資源の回収を主たる事業とし、約50年間という長きにわたり、

発展を続けてまいりました。

■しかしながら、

当社を取り巻く外部環境は確実に変化しております。

■既存事業の維持だけでは、

成長のスピードが鈍化することはもとより、

更なる成長は望めません。

■事業環境の変化を適切にとらえ、

新たな戦略を持って、成長の機会といたします。
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■既存の事業では、

製品・サービスの付加価値の向上を推進します。

■製造工程のロボット化・自動化による本質的な合理化を進め、

効率化によるコスト削減をはかるとともに、

人材は、より成長性・付加価値の高い業務に集中します。

■併せて、

製品の付加価値を上げる、加工技術の向上を図ります。

■貴金属地金の販売から、

加工度を上げた化合物や金属材料への販売に

チャレンジしております。

■これらの生産技術の確立により、

特定の分野では、他社の追従を許さない

生産技術の確立を目指していきます。
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■レアメタル事業では、

成長産業への参入を目指してまいります。

■成長産業とは、

自動車、ＩｏＴ、スマートフォン、航空機などです。

■成長が期待されるこれらの分野では、

最先端の電子部品、金属部品が使用されています。

■これら最先端部品への原料供給メーカーとして

成長産業へ参入し、収益基盤の拡大を目指しております。

■当社は、2013年にレアメタルの研究開発を開始し、

つちか

貴金属事業で培った分離精製技術、溶媒抽出技術を基に、

レアメタルの分離・精製技術を開発いたしました。

■現在は原料の幅を広げるとともに、材料化技術の開発により、

製品の多様化に取り組んでおります。
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■販売面では、

国内の主要な光学ガラスメーカーとは既に

取引を開始しており、さらに電子部品向け材料の販売も

今期より、開始いたします。

■今後も、二次電池、ジェットタービンなどの

リサイクル・材料化技術の開発を進め、

最先端部品への材料供給により、新たな事業の柱として、

収益基盤の拡大を目指してまいります。
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■再チャレンジとして、光触媒事業に取り組んでおります。

つちか

■当社は、環境事業で培った無機薬品技術、触媒技術から、

光触媒を開発し、製造販売をしております。

■立ち上げ当初、新規事業として販売量を期待していた、

太陽光発電パネルのカバーガラス向けの販売は、

提携企業の方針転換により、大きく縮小したことから、

当社は、光触媒のメインターゲットを外壁・ガラス向けに

変更いたしました。

■数年にわたり、塗料メーカーと共に

耐候試験等の性能確認を進め、

前期末、認証取得に至りました。

■今期より、OEM製品等の販売を開始いたします。
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■システム事業においては、

当社が強みとしている品質管理の分野で、

データ改ざん問題などの社会的関心が高まっております。

■それにより、大手企業でも、データ改ざん防止のため、

当社ソフトを採用して頂くケースが増えており、

営業的にも積極的に営業活動を行った結果、

引き合い増、受注増につながっております。

■当社のシステム事業の強みは、

工場にある様々なメーカーや、種類の機械から情報を集約し、

データベース管理することができるＩ／Ｆ及び

ＩＣＴ技術であり、当社製品を採用いただいた、

つちか

数百社以上の生産現場で培ってきた

課題解決のノウハウが最大の強みとなっております。

■この強みを生かし、品質管理だけではなく、

製造現場における生産性向上をサポートする新製品を開発し、

更なる成長を図っていく考えであります。
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■こちらは、レアメタル事業、光触媒事業、システム事業、

それぞれの戦略目標のスケジュールをあらわしたものです。

■レアメタル事業では、

前期に増産体制を整えた光学ガラス向け原材料、及び、

電子部品向け原材料の販売を、

今期より本格的に開始いたします。

■また、リチウムイオン電池からの

レアメタル回収・販売の再開を今期より開始する計画です。

■ここ数年で獲得した新たな技術を利用し、

生産工程の確立と、さらなる利益拡充を目指します。

■レアメタル事業で様々な製品化と販売先の拡大を図り、

2021年度には、「事業の柱」へと成長させる所存です。

14



■光触媒事業では、

塗料メーカー、販売店等への提携を進めており、

提携先企業での製品評価を順次終え、

今期よりOEM製品等の販売を開始いたします。

■今期は、さらに提携先の拡大に努め、

来期には売上及び利益への貢献を果たします。

■システム事業では、

製品開発を継続して行い、毎期、新しい製品を

市場へと投入していくことを目標としています。

■今期はヘッドマウントディスプレイを活用した

生産管理にかかる製品を開発しております。

来年１月に東京ビッグサイトで開催される

「スマート工場EXPO」にて初披露いたします。
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■続いて、海外事業についてご説明いたします。

■平成26年、マレーシア、現地企業を子会社化した当初は、

銅スクラップが事業の中心でした。

■それから4年の歳月を経て、貴金属関連事業を拡大させ、

事業モデルの転換を図っております。

■現在は、ステージを一つ上り、

「顧客の拡充と安定黒字化」という目標を掲げ、

更なるマーケットの拡大・深耕に努めております。

つちか

■独自の技術、及び当社がこれまで培ってきたノウハウを、

海外子会社にも展開していくことで、

貴金属の回収事業に加え、洗浄事業、レアメタル事業へと

更なる業容拡大を図ってまいります。

15



■次に、「ESG活動を通じた企業価値の向上について」

ご説明いたします。
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■当社のＥＳＧ活動は、

ＳＤＧｓから関連性の高いテーマを優先的に選択し、

取り組んでおります。

■ＳＤＧｓとは国連サミットで採択された、

持続可能な開発目標のことであり、

持続可能な世界を実現するための

17のゴールと169のターゲットから構成されています。

■ＥＳＧ活動を実践することにより、

更なる企業価値の向上を図っております。

■次のページ以降、

Ｅ、Ｓ、Ｇの取組みについてご説明いたします。
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■はじめに、環境への貢献について、ご説明いたします。

■当社は創業当時から、「資源の有効活用」「環境保全」の

2つの視線を持ち、リサイクル事業を行ってまいりました。

■したがって、当社とリサイクルは

切っても切り離せない関係にあります。

■これまで、技術開発を通じ、リサイクルできる資源の種類を

増やしてまいりました。

■これからも環境と共に歩み、技術開発を通じた

資源の再生・再利用により、

環境への貢献を果たしてまいります。
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■続いて、当社におけるイノベーションの原点、

及びイノベーション事例についてご説明いたします。

■当社のイノベーションを生み出す原点ともいえる考え方が

「バラック思考」であります。

■バラックというと、あり合わせの材料で作った、

雨風をしのぐ簡易的な建物、ほったて小屋を

思い浮かべる方がいらっしゃると思います。

■当社では、この「バラック」という言葉を

「自ら新たに取組む」「入手可能なもので作る実験設備」

という意味合いで使っております。

■例えば、あるものを加工する設備がほしいと思ったときに、

私たちはまず自分たちの手で、手元にあるもので

実験してみます。

■世の中には、私たちが望む装置を作れるメーカーが
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あるかもしれません。

しかし、自分たちでやってみることで、どのような原理で

その装置が動いているかを知ることができます。

■これにより、トラブルへの対処が早い、応用が可能といった

メリットを享受できます。

■更に、世の中にあるものよりも、よりよいものができる場合も

あります。

■その事例がレアメタル事業におけるエマルションフロー法の

確立であり、貴金属事業における洗浄工程の全自動化で

あります。

■また、環境事業では触媒の技術を応用した光触媒を、

システム事業ではIoTを活用した位置センサーシステムが

事例として挙げられます。

■このように、自分たちの力でやってみるということが

独自の技術力を創ってきた強みであると認識しております。

■引き続き、このバラック思考をもって、

イノベーションを実現してまいります。
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■続いて、当社における教育制度についてご説明いたします。

■当社では、社員一人ひとりの「個性」を大事にしております。

様々な「個性」をもつ社員がいるからこそ、新しい発想、

企画、技術開発が生まれると信じております。

■そのため、当社の行っている各種研修では画一的な

テーマだけではなく、受講する社員の個性やその時の

タイミングによって、テーマを選定しております。

■社員一人ひとりが能動的に学べる機会を提供すること、

またより実践的で実際の業務にも直結する実践型の研修を

行うことでより強く成長の実感を感じ、そしてそれは、

働きがいを感じることにも繋がっていくと考えております。
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■続いて、当社における働き方改革についてご説明いたします。

■仕事と家庭との両立に向けた、多様な働き方の構築を目指し、

今年の1月から、一部の部門においてフレックス制度を

導入いたしました。

■フレックス制度では10時から15時をコアタイムとしており、

柔軟な働き方が可能となりました。

■今年の9月には統合基幹業務システム、いわゆるＥＲＰ、

来年2月にはソフトウェアロボット、いわゆるＲＰＡを導入し、

単純な事務作業の軽減を図り、創造的な、新しい働き方へと

転換を図っていく方針です。
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■続いて、責任ある原材料の調達活動を通じた、

平和な社会実現への貢献についてご説明いたします。

■世界では、紛争やテロ、児童就労、人権問題、環境破壊、

資金洗浄などの不当な行為がいまなお、存在しており、

これらは、金やタンタルなどの鉱物を資金源としています。

■当社では、このような不当な行為の資金源となる鉱物、

原材料を一切、使用しないことを明言しております。

■厳格な管理体制を整え、責任ある鉱物保証プロセスを順守した

製錬・精製業者であることの認証を取得しております。

■責任ある原材料の調達活動を一貫することにより、

不当な資金源の根絶、

ひいては平和な社会が訪れることを心から望んでおります。
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■最後に、当社のコーポレート・ガバナンス体制について

ご説明いたします。

■当社では、取締役会への監督機能を有効に働かせるため、

過半数の社外取締役を含む監査等委員会を設置しております。

■これにより透明性の高い経営と迅速な意思決定の実現を

図っております。

■また、社外取締役2名を独立役員に指定するなど、

取締役の業務執行を監視するガバナンスが十分かつ効率的に

機能する体制としております。

■監査等委員会、会計監査人、内部監査室が連携した

監査体制を整えることで、より牽制機能を働かすことが

可能となっております。

■当社が抱えるリスクについては業務執行取締役に

執行役員2名を加えた危機管理委員会を設置しており、

顕在化しているリスクを未然に防ぐためにどのような対応を

するのかはもとより、まだ目に見えない潜在的なリスクの

洗い出しから、その対応までを包括的に考察・検討を

行っております。
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■ご説明は以上となります。

■当社は、

既存事業の展開と成長市場への参入

新規事業の促進等により、

さらなる成長を遂げることができるよう、

役職員一丸となって努力してまいります。

■今後ともなお一層のご理解、ご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

■ありがとうございました。
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